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　2025 年 11 月、アジア弁理士協会（ＡＰＡＡ）の会長に就任いたしました。
　会長という要職を担うことは大きな光栄であると同時に、その責任の重さを深く感じており
ます。これまで本協会の発展に尽力してこられた歴代会長をはじめ、役員ならびに会員の皆様
のご尽力に心より敬意を表しますとともに、その歩みを受け継ぎ、本協会のさらなる発展に貢
献すべくベストを尽くしたいと存じます。
　ＡＰＡＡは 1969 年の創設以来、アジア地域の知的財産専門家が交流を深め、知識と経験
を共有しながら相互理解を深める場として発展してまいりました。その活動の根底には、
Friendship と Study という理念が半世紀以上にわたり培われてきました。この二つの理念は、
異なる法制度や文化を有する専門家が友好と信頼を築きながら学び合うという、ＡＰＡＡの精
神を表すもので、これはＡＰＡＡの大きな財産であるといえます。
　私は、これらの礎を大切にしつつ、今後の協会運営にあたり、以下の基本的な方針を掲げて
まいりたいと考えております。
　第１に、より効果的な組織運営の観点から、役員構成や委員会体制を含む組織体制につい
ても適切な検討を進めてまいります。特に、2026 年２月 18 日、ＡＰＡＡは日本法に基づく一
般社団法人として設立されました。正式名称は Asian Patent Attorneys Association General 
Incorporated Association、略称はＡＰＡＡ ＧＩＡです。この新たな法人基盤を活かし、より
安定的で透明性の高い協会運営を実現していきたいと考えております。
　第２に、Friendship です。これは相互協力や円滑な交流の基盤であり、協会活動の原点で
もあります。会員相互の友好はもちろんのこと、ＷＩＰＯやＡＩＰＰＩなどの国際機関との友
好関係も大切に育み、知的財産専門家のネットワークを一層強化してまいりたいと考えており
ます。
　第３に、ＡＰＡＡの特徴の一つである Study と学術活動の充実です。Standing Committee
の活動、Patent Surgery Course、Trademark Caravan、ワークショップやラウンドテーブル
などは、ＡＰＡＡの知的活動を支える重要な柱であり、今後もその発展に努めてまいります。
さらに、アジアの知財制度に関する研究団体として、知的財産制度に関するオピニオンリーダー
としての役割を果たしていくことも目指してまいりたいと考えております。
　第４に、公平性と平等です。機会の平等やジェンダー平等を尊重し、Women in IP の活動
をはじめとする多様な取り組みを支援するとともに、各地域の活動の活性化にも努めてまいり
ます。
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　第５に、協会活動の透明性を高め、会員の皆様がＡＰＡＡの活動をより理解しやすい環境を
整えることも重要であると考えております。さらに、Digital Library を構築し、①ＡＰＡＡ内
の役員、各種委員会の構成メンバーなど組織が分かる情報、総会・理事会委員会の議事録・報
告などＡＰＡＡ活動情報へ会員が容易にアクセスできるように、また②アジアの知的財産情報
を蓄積し発信できるようにするシステムの実現に挑戦したいと考えております。
　知的財産は、技術革新と経済発展を支える重要な基盤として、その役割をますます高めてい
ます。アジア地域においても、知的財産制度の重要性は今後さらに高まっていくものと考えら
れます。ＡＰＡＡとしても、国境を越えた専門家の交流と協力を促進し、知的財産制度の発展
と実務の向上に寄与していくことが期待されています。
　今後とも会員の皆様のご支援とご協力を賜りながら、ＡＰＡＡの理念と伝統を大切にしつつ、
協会のさらなる発展に努めてまいりたいと存じます。皆様の一層のご理解とご指導・ご協力を
心よりお願い申し上げます。

2026 年３月

APAA 会長　竹　内　耕　三




